
20.エディタ論-CRT向きポータブルLisp
エディタPLETを中心として－

京都大学数理解析研究所 小島啓二
'すじめに Keiji Kojima

エデ‘イタIま、 7．口7“ ラムのイブ7°､ソト及び衛正'三不可展な､ソールであり．

ｲ唖､ ！勝令は-プロ7" ラムイ乍成の能率に欠きfj影禦過与える。 ニ ニ て･ 13フ・ロ7'' 7

7'撹携､ソールLしてのエラ・イタ 、特に癒丈伺うのエテ"イ タを腹L敦論的に跨景

つ． 「便詐'lでｲ2,1易､ ‘ エラ"イ タ 」 の殻計隠､想仁つ！ ’ て、 竪焔が開恥し征7「P－

ル趣LisPエラ" イ タPLET を中’心､にして爾じろ．

その

ミ ン

しつ

ダフ、

§1 ． 7°ロ7“ ラ ミ ＞ ワ．

現在7°ロ7“ ラミ ン7“

びｲ豆用さ肌ら鋸筑爵に

タ

肌て ＄ ’ うエラ． イ タ’劃 、 了の目的及

分類て"きる。

のエラィ

てイ更用さ

に夫でく

ルとして

一ルヒし

二挺の二つ

、 、ソー

支.様､ソ

駅って

（1）汎用エテ､イ タ (General Pw-poSe Edi ･torS)
例 オ了単位のエテ"イ タ

EMAcS ,TV

(Z)構文向きエテ．イ タ ( Sy,,,tax-4irectedEditors
例 LisP エラ． イ タ ( INTERLISP, PLET
MENTOR , IOTA

）

rJE. >

(1)のうFL用エラ"イ タ 137ア イルの内洛め編集用に使用卓叺るもので、 任覧.の形式の

テキストE対駁とする。 う°ロケラム作成'二便用さMう場合'3， 7°ロ7" ラム的テベ

ス トf4rjう支専列こして扱って編集を行うこ こに↑よう。 ももらんｲｻIIZ!JEMAcS

l愈主雷γj7op7"ラ ミ ン7"名需( 7柾シ7､. !)名諾、 PL/I ､ PAScALLISPW)

の編集に適しにモー ドや冶種コマンドを了叺モ・肌のち諾につ’ ’ て得？ て ‘ ｜ る° ゴ

だ．行単位のエテ､イ タの中にl戒名行に河して FoRTRAN文こして繊支的'二正し1 1

か舌打、 の手工 、ソ7世行う機能世持つものもある。 しかし二Mら'甑あく3て"浦助的

機能で‘あ!) 、鱗文的に正しく rj $ !ヂロ '7" ラムラキス トの誰3編集を記了すら可能

'l荘が幣に閥丘すう。 二 の鴬､が、 (z)の繍支伺尊工7" イ ヲ と本惰的に粟なる鳶､T"あう

と角えらMら。 一殿にうFI,用エラ． イ ダの設計13､ Y のゴラ" イ タの脇すうガヘ。 レーラ

ィ ング･ ラズラムの機能と霧､ ' blb､mリ令! ， を喬も、 卑柧で論じる、'ゴ袈肯.塚rj錫

令も吟！ ’ 。

二 二 て．絡布すらポー ダっ･ルLisP x7 ィ タ pLET I3(2)の輪女同ざエラ・イ タ '二
筋すら．鱗支伺さ エラ" イ タ ,3特種の倉需専用'二讃討* d'1だも、で、 その富諾の7°

ロ処､ゾサヒ名むう｡p7” ラ ミ ンワ"ラスラム内にも橘ツールとして内程すう島令がウ

‘, 、 二M1， ． 7．口7” ラムのｲ,ジ正、 ラス トE< !)返すデバ､ソキ" > 7"の際の能孝伺エ

,三役九つ。鯖立向きｴﾗ･ ‘ ﾀ!さ衿にｵﾝﾗｲ ﾝで7.ﾛｸ･ ﾗ ﾐ ｼ ｸﾞ ､ デ､パﾂキﾆ 7"

を行う場合に '3非常に萌勧な誕楕､ソールて･あう。 更際、 INTERLISP, UCILISP

rj上･のLisP 7op7･ ラ ミ ン7" ラスラムに所'丁うう．パ､ソ 7.､の鳥易さの主アJ原因仇一
つに13L1sPエラ､ イ タの内在がぁ,ｲ‘ら0，（ら。 ‐方LisPに,ささ乱さ“すrjｲ固住屯持
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うだ方富が､あり 、 言叺らの中に'ま裸の （ ズン ラ パ ン ・サポー ト E持雁7J ! ! ) もの
も命、！ ので・ つ帆吟に共通に使えるポータ7"ルなLisP エラ“イ タカvあう上非常に
便弥!|であら・ さらに- LisF 2ラヌラム閣恥用高諾として見に瑞合、 エラ ィ ダが、
大き くス'､P-スtとうてユーザーの7･ロ7"ラムスハP-スを丘迫すも様で1す竜一魂が
J、、 。 まだエラ"イ タが､挫零なの'乱主'二7．口7． ラム仇閑聡中て．あり 、 7"バツ7"が終

曲IKIブ下鱒しアよる。 二の曲からもボーダブルなLisP エラ"イ タ ’3滴#0lて"為る。 そ
うでPLET I3

(a) 7°ロ7'､ ラミン ′7''煮横､ソール上してX､零寸分'J機能z持つ二と
(b) 覚え易く 、 イ2､‘筋､‘ こと

(c) ボｰﾀピﾘﾃｨ

⑳3 ，世､と基秀的な目漂として殻計さ帆に。以下、 デザ． イ シエのポイ フ ト8!'"E追
7 て升Tし’ < 、

§2. PLETの基本議成

作業能率2塔込山'甑. §’て｡t ,3､MEJぅ '二 、術丈伺きエラ" ｲ ダﾋ便， て編鼻
1fZ了し伝にも''､b､"らず、 マのラキスト の講rbく正し 〈 rjb' 7だ？ノ rJどと 、 ， う
尋態b〈起ニ リ得ば、 !様'二しだ、 ’ 。 （ 二 IM&*i何き エラ･イ ダの定謁こ して 訳 、 ， と
恩･ う。 ） 二M世更現すう為のエラ・ イ タの基本講成13 ' ' < -7か吟えらjヘら。最も
自明な我成'ま． 図1の構成(3)であう〉 う ．即5、 7．口7" ラムラキスト l3打可ラ'lとし
て紅曽ｳ'l編集都（笈 ト リ > 7･エラ イ タ ） て･編燦さ帆に後、織女解和都に送り肌て
解打さﾛﾍ、犠支エラ ー勺くあlj'( 13.再び弧ト リ フ 7･エテ．イ タが岬,ざM、 エフーが極,丁
叺rj｡1n部稀式（繍訂フKrjと､ ） りく旗刀さ帆ぅ。従段の汎用ｴﾗ､ イ タヒ ブフパイ ラ の

組み令lhせ'ま言内タ イ 7°の猿礼伺さ工7． イ タヒみなすニヒがてぅう。

女曹写り編鼻都

(ｽﾄﾘﾝﾜ"エデ:イタ）ストリン

､ソリー毎と
画

構立僻ﾈnfB 内壱B形式

（織女大賊ど）

〔

ストリンク

」1ｽﾄ‘'ﾝｸ”
(_ﾕｰﾆｽﾌﾟﾛ'ﾌ､､ﾗﾑ､） 図1 満imさエア､ イ ワ の識戒ｲﾗ11 （a）

二の方式の湯令、 ス ト ｜｜ シ7. エア､ イ タに '百富諾の箱iに過しに種々の機能が,M,零

ヒナjも。 イサ,|エ,ざ汎用エラ" イ タて･ rJJ1もが、 EMAcS 13L1≦|フ閣撒の編集用にｲ函!l
fJ職能を喬， て 、‘ も。 (m2. ) し｡､ し 、 EMAC名の様にｲr、‘易く ‐機能の悪罵
可ス ト 1， フγエラ.イ タを烹現可も鳥に1惑画面影|御↑I上． 、機械にｨ孜痛可勺耗分ﾛｲ圧
倒的に’4 イJリ 、 サイズも丈さ イJfのLrj7 て しうう ・従’ て当盤ポー ダピリ ラ
ィ 1楯異で、 PLETの満欣とし~I I3携用し寵､ 1 ° ずに、猫加a)のに鳶. '3."i¥
而w〈聡に7斗スト全降に河してfJ4帆冷．椥吟皿琿が富漁して L 可う道､にもあう。
特に71レコ. ,し衆,,富需の,易令,3*i偶莉'二時間がかい3為に こ の購威に'ず閑題1f

あわ。 LIsP の賜令でf, . fa rJsX(ラネ ス ト全俳）にお‘ ‘ て宇庵b, ’ 二の対
方洵噌<1．IMら上 ． 正しく回縄さセもの 'すかγJ 1) |固難T"あソ 、 スト リ >7" こ しての
繍鳥の河媒!。’1､ 。 〈制隠しに方p,雷同月であら・ マニて編農を局前化可7aに駒'二 ・
図3の鱗威(b)〆跨えら叺冷。
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｝ｶｰ､ﾉﾙ／ I回国《，"…） カー､ノルをS式単位に動勺'す

（この嶋令13S式1フ分煎へ）

| (COND( (EQX 1)(SETQ YZ)=

1回I
’
、

がフニを閉じると．対応する左blフニ

＞ 仇下にカー､ノルが約1ｵ'ｹ閉(可軸

移動してb'らぇに戻る

| (CONDL(EQX 1) (SETQYZ))

I鋤i鋤”
’ (coND( (EQx1 )( sETQYE))_ |

｝1回
リストのレベル'二両たし程改行芝

行う二とpYできる （う｡リティリート･）

図2 EMACSのLiSp用機能の一例

3 稔女向 きエディ タ

の糟威ｲｻ'l (b)ユーザ､一
子弐ｽﾄ

ｽﾄﾘﾝｸ． | ’
凸し 彦

乳

立国列編纂部

(ｽﾄﾘﾝｸ､'工ﾗｵﾀ）

識遺稿哩都

（績遊エラYタ）（
莉孫L旦埜型藝内を陽影式云卜リンク､、 ‐

猫支解莉孫

I ＝弓

、U閃祁形式 式〆羅扉〔プロ'7"ラムデー方万三頁）

二の方式で!さ、 、ノ ーステキz ! r331"工ラ ー カ､なくなうヨでス ト ‘ノ ン 7" エ テ"イ タ
て･編嘉さMて購文解莉部に進514、 でき」ニワぐう催内部形式が3可･撹恵3Mら。 二
肌以倫・ ニの7°ログ‘, ラムヵ噸専さMら解に IJ、 阿部形式タ埴捲購迩繍罵部,ご送ら
弧ら。 ユーザ‘ ‐ 13， m郡竹ｳ式の中鋤悔正すべき部分を漁進エラ"イ ダ ’二 Jワ て指毘
すら。 イ諺正部'分肉新し 、 ！ 、／ ‐スヲキスト （ 支弓チ‘1 〉 ！ま． 誕 卜 リ ン7．エラ･イ タ及び・
繍支糾苅部を擬-I IKI擁諦式上γ↓ｿ 、全係の円邦弼式に勺pえらlヘゐ・ この様寸J方戒
で処鍾を励前化すわ⑳て･mb｡ 7ルゴ．ル糸の構支世藷っイズ9語の為の7°ロ '7.7

ミ ン 7.ラスプムで我らイズダ フヌラムのエラ・ イ ヲ '3基禾的に1戎冒の(b)切満成憧
篠用して‘1 ゐ． にぜし、 夢リ能率世伺エさ莚も駒に図4のま う 7J構成ヒヒうて 、 ‘

"｡ (b)のガ式でも勅功のテキヌ トが櫓支解浦郭世通過し可！ ’ う91J7キス トを枠
＆処理しfJ I.Tdヘ1才.7J吟噂、l e ヤ ニでバズタラスラム釣エラ､イ ダで|才、瀧訂 エ ラー
X. -たの．ﾌ粛迷がプくMらもハヒそ うで'↓､‘ も例と1二分け、 （ 二 !ﾚ(にﾗ可たして番
ズ偶浦部131 とⅡ上にそJヘそ． IK分け吟帆て$! b｡ ) 74 IMb釣台I= 13、 ス'プルト

ンヒ岬'ず､0ﾍう擬歳支入他生威して ､ソリーエラ･イクに進うて 、，る。 二の嫁にして 、
＃ リ早く束輸迩の二での繍集に籍行すらここによ’ て、処琿の重漁を極力避けて
、‘ろ. (b)9 イブ．〃蔵i何ミ エテ"イ ダ 'ず、 こうのエテ"ｲ ダ （ ズ ト リ ングエ7. イ タヒ
職逓工了.イ ダ ） を詩7ため、常作，噸雑に〃う,嗅蜘が．ある。
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(COND（ （EQX1）LSETQYZ）

（COND（ （EQX1）（SETQYZ））
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テキスト

ﾘﾝグ|’
図4

イゴタゥスヲムの工

ユ･-サローー

ﾃ”ｲ タスト

生ル 夢 迅

稚企エテオタ

(､リリーエディタ）

エテオタ

ラ噂イタ）

ストリング､，

ｴディタ ＜ﾐを
層

スケルトン鯉""1
〆

(ﾌﾟﾛｹﾗﾑデータベース）
I

スケルトン

認言
糒支解ｵ吋部工

／
〆ｵ紘解莉部Ⅱ

スケルトン

二MI3覧瓦易● 、 便‘’易さ 上 、, 7 PLETの目禰からみるヒマィブス蝉因T"ある。
3提． サイス“も当鷲ﾔ!なり大さ く 7Jもと千椙・さM為． ●了 、 冷斗て．論し･ て邪雁稼
に．鱗’九など例｢n部秘式のェで直播に縞農屯ｨ了うニヒ13、処理の擁琴の曲がり
W1lで功もし． 管誇の鱗戈にたじ狼禧〃ぬ椴疑が目腱'二得ら帆冷と 、’ う長所tあ
る。 ヤ ニで最狗｡､ ら掻倫3で． 鞠,二内耗禰式例＃ず編罵t行う淺尊蘓成(c)(m5
）〆跨元らdヘら。 当璽問題'3も鴬の織女上｢､郷弼式このギヤ“ノブ｡て･あうわく、 幸、 ！

L1≦P 上 、 $ ぅ富需Iき計M自侭が内部形式上1 1 7 了屯甚く 、 この講戒(() 131壺駒T自
"7Jもめと＃る。

図5 満セ同ざエラ．
の満

イ タ

散{#II (c)

ユー4ず､一
テキスト

｜ |ｽ ﾘﾝｸ”
砂

7~L織女解析部 〔ﾌﾟﾛﾜ蜜ﾗﾑデ‘-りぺ皇殉輪生工デイ
一輪

ゾ

内奄B乖式 内都雅式

前lご閥rflz INTERLIsPのエプ イ ダ 13. 二の漁威T･ある。 ニ

さ工予･ イ ダ 13 ．鱗迂エ ラ･ イ ，7だけしw､念寺rJ,‘為微作｡《簡単
ヨヒ駒うニヒ称T'き う の T" 、 PLETも二の満戒世採用して、、

鍔に方、‘ ても(《)の繍戒時可能で、 PASCAI_. 用の積壷伺さ工
13二の識戒世ヒフィいや。

イ フ・の構立同

づシハP7卜に

ルコ･ル糸の言

~(．あるHENToR

の（(）9

で勺、つ

う。 ア

ラ イ ダ

， 職逓（式 ・ リ

ニでIJ束講遊や
一殿に 、 工了､ イ

『
へ
》
一
一
●

ご
う
イ
ね

） ，!編集

ト蔵逮を寺軽に綿集すう為のゴ

Jう涌罵'1 －単ｲ血11、 燕の浴ス

スト

!｜ ス

タに

シド係衆にっ‘ 1 てルス〃
ツフ． '二分’プら叺わ。

７
－
７

現在ど'1鐵了J柾態にあうか庵認可ろ

ｲ1，正河鼠も稲鬼すう

4,%正コマシト"鬼鉱可

{,W正▽v正しく行的M1三か℃‘ うが縮認-ウら

ヅ
ッ
ツ
ツ

ー
プ
ー
プ
ー
７
－
７

１
２
３
４

．
。
。
◎

７
７
７
７

孔
孔
ス
ス
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pLETの甚亦目禰の-- -7 T'あら 「 ｲY,!易さ 』 の達成の為にYJ 二帆ら姶乳ラ ､ソ フ・

がク リア－て、 バラ ンス勺叱似て 、‘ ら鼻勺ぐ零請さ帆ら。上の各スアッフ・価･具僻的

にと"う 、 ， うもめて'あうかに＄う て 、 そのゴテ． イ ダの個小生が．丈部分求毘すら。 イ制z

,f、 ヤー 、ﾉル（箸迩のbl ir,klr'9CurSorだけでなく 、 テキスト中の一驚､E示す何
りひの indlcatort二う叫ぶ二 とに可う． ） も肴フエラ"イ ダの喝信ｱJ吟1ゴ、 ヌラ

ッフ･’ 13打一 、ﾉﾙｲ立置の擁認、 ズラ ､ソ 7．2 13ｲ'; if荊駁の商ろ噸易所へ打一 、ノルt誇
動？せるニ ヒに河たしT 、' らo g llヘヒ河し 、 カーソルt持促噂‘1エラ．イダの鰯令

、 スラ､ソ 7．2に方'丁る荊壊の限毘力訟こして ． 了の両擬を‐覧的に箱毘可う xう

ｲJ畳（打患号、 リ誕卜 の伺堵目の電嘉何etc. ) t聯團し 、 スヲ ､ソ 7°3で砿可コ

マフ ト､ のパラナ ーダとして逆ものが箸通て･あう。今割て"み､ 11ﾍてぅ提籟貢祠令工テ”

イ ダ ( INTERLIsP, 10TA,HENToR )13 、､3"uヘもカーソルを喬を埒! ｜ ｴﾗ“

イ タT'あら｡ INTERLISPのエヲ"イタ ！さ． 『逼詮注目して､'"S式」 (CAv-rent

ExPresSiov' と叫'ず肌て ,! 5｡ ) を喬今、 YMt扱う荊駁こして、’ ろ。 二めま目
耗命tあえるコマンド と して荘撒机I与えて、｜ ろ。即吟、 、'γ'． （ 'y'>o） ’二Jう

て現在注目して、｜ うりストの弧老目の増寮むく新Eなう主目都分となり 、 qOw l＜ エっ

て注目孫らが1レパルズきぐぼら。 （図6）

(T (NTH (T

3 (NTH Z (CDRX) o (NTH

=7 (CDRX) => (SuB1N))=7 (cDRX)
(SuBLN))) (SUB1N)))

(") (1ii) (iv)

(COND

((EGN1)X)

(T (NTH(cDRX)

(SUB1N))))

（1）

図6 Currer,tExPreSSion の礎イヒ ( INTERLISP)

ら、 そのィ,;ETT

､！ 。仲1スぱ、 図

の牧鮭.でNTH

ズタラ， ス フムの

V)

修正の対駁モ限定する

唆甸ぐ現在弓主目して 、’ も

6(1)でNTHを媚毘しに

1手品和の醇嘉て･あう’、

L7. 4 9t非上 11 ズ ト

に '1、 二切潅に禍うりストをJI、。 〈 しTか

リストの何濯目の醇需て･あるか砥' ! ZIfJ

ぃ賜令'3． 3ず注目耗分t(iii)に司る。 二

今整数1b<NTH を指定可う値上なる。 イ

の踵! ，だけて･同じ今弘1用､ ‘ て 、 ‘ 5． （図

Ｙ
Ｘ
－
一
Ｘ
Ｙ

－
－
一
一

凸
巳
ｂ
凸

Ｙ
Ｉ
Ｘ
Ｙ

フ
Ｆ

Ｘ
副
韮
叫

Ｆ
Ｈ
Ｌ
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｅ

（a）

糸諒飢も
テキスト

2 2 0

=X;=X－､r=X-Y=X:=X－Y

（b）

対鞄する

内郭データ

（涌文大）

IF

ノ引量、匙
＞ ；＝ ：＝

八八ハ

xYx/IYh
XY YX

二
、
一
八
謝

：
／
Ｘ

雲
Ｙ
－
ハ
町

ゞ
・
”
／
Ｘ

／、

X Y

図7 CuFrev,-t Treeの蕗パヒ ( IoTA)
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、 ！ ま通べ提CIArre豚tE<Pr…i・凧 (C,ArrRv,fTree) 的ヵ式で問題ヒプJる"13

同じ部分リ スト （部分木)bt､ z掴所以エに環J'1 1し,ろ筋合で腸う。 その中ハヒ.咽'三

注目して ‘’ うり､I知も為に'3、 －虎注目して 、， も部分t従さく し -lf, , を廉見し
て ｡､ 今孔の叔熊に殿ら-bl 、或､' 13繍農の腐雁世跨えう二とにJうかの上.ちらかし
"fj，l e即ち前にあげ'に拾スラ 、ソ 7．切う今、 ヌフッフ。 1 , スフ ､ソア4 1ま上4' に自

明上 Iゴヘ、 入な，！ 。

さてカー 、ノルのプJ､! ､ソ リーエヲ､イ ダで、 砂|の力強モヒ う て､ ｜ るの l#MENToRて“

あう。 HENTOR IJ.蘓紅末の櫛（,γ1o&e) |二目印( Y､ePEIFe)を_うける為の種々の
コマフ ド､I､f7 -I 、1て 、 イ!；正対象の捕鬼,ゴーの目印モ足場に行胴叺ら。

HEHO

（目印） Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｈ
Ｍ
Ｈ
Ｈ

＠
＠
，
＠

U(UP)

R(R13ht)
L(Left)

S(So胸)1(First)

d屯尿す

5 ‘，

β ‘‘

巳 ！‘

図8 目印室 (HENTOR)

ｲｻI IZば図8の讃立木'ご所‘ ’ て師rに目印.@l,1EHo" 過つ'丁だとすら。 この略IF
文全ｲ亦庖絹毘可冷場合I子「@HEI-10 のェ」 と'' Z'ずJ ， 、 し．代入文､r=Y-X を

指定可らに}3r@rlEl･1oの右』 と發現すら． 二内方払l3 . -庵目印モーブ ，すて しヨル

'丁、 以怜M -7でもアグセスイ･aう鴬､伊･ｲ易LK了 ( ! "｡ しかし現在と"の子うな菰態に
あういのヌァ､ソ 7｡1 1才や,ぴり自明て" ｨ11 ．

－カ打＝ 、ﾉﾙﾓ使用し杉場合、 ヌフッフ。’仇斗fﾗ兄擁認は､ INTERLIsPずょどの

協令上垂？て自圃月上7J3 ｡ ( J I32.見7げに< 、 ， カー 、ノルて"γよけ肌ll. ) ヨた‐
スラツ 7．3で出可ｲ'；正コマフド･ '二、 ’) ズ ト の何巻目側尊素,ﾌ､な上･のハPラナ ータを．

堂3世臨勺､･なくなり 、 コマンド僻計勺柏嘉な屯の ヒなう て ,臆z易､、 上 ‘ ， ぅ烏所bf

あう。 二.ヘ ら例廩､屯箪視し 、 PLET IJ"- ソル延喬7LisFエラ"イ タヒL7設計
fMて ' ! 5. PLETで'す特舜な祝号・パをテキスト中に挿入すら己 とにょ うてカ

ー 、ノルヒして、｝ ろ。 （図？ ）

(NTH(/XCDRX)

(SUB1N))

'1(NTHハ(CDRX) l b'｡ ' --!､ (
B(Backhjard)

(sUB1N))

I" 《耐岬"剛州蘓．(DoumR19ht)

I『"…） （
(NTH (/ICDRX)

(SUB1N))

NTH (CDRX)

/､ (SUB1N))

l｡上《｡…Left)
NTH (CDRXハ）

(SuB1N))

(NTH(CDRXハ）

(suB1N))

図？ リスト捲逓におけるガー 、ノルコントロール ( PLET)
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図ツの1フ ー 、ノルコシト ロールつマプ トn lきりスト織逓.に従ヮ作ものて． 、 pLET IJ=

MD1m l3tj､ I=S(Search)[RS(ReveY-seSeqrch)の二つのカー ､ノルを動b,可ゴ
マフド､を街って、｜ も。

スラ､ソ 7。zのｲ啄正河吸の撮毘の力強に'勺！’ て 1， も＄, 3ﾌみて殊に秋、 。梅にステッ

7.3に方r↑ろ45垂コマシ ト' l二つ1 1 て椎試すも。 PLETのようにスト リ ンク"エ7イ

タt詩だな､ ,鱗和向き工7． イ タの端令、 テキストの微迩t鳶ｨしづセも二と 'す、 I

（ ’”≦て峠t) ,D(Dclぐﾔe)I'R(RぐPIo,cE) などの基漆的な橡'千上 、 フ キスト の
適当 j孫らの移勵上 '二J う てイTm肌ら。 "!I X,rJ" 'ノ ス ト藏進の繍裳の‘易合、結局あ
うS式上､61ハイ血置へ蒲動さぐる賜令bW非幣に？〈 、 I NTERLISP て．も二の目詞の
為に鈴くのコマフドが用鴬. 可叺て！ 'ウ。 ヤ ニで二の移動用コマン ト"モ侭､､易く 、
,‘ っ ,ｹｱj < ラビ胸うこ と勺w、 侮正コマジドイ斧弗屯寸7 3りしたものとすらめに丈

ネプよ諭界がああ。 EMAcSて･ Iゴテキ弧卜籍曾力|ニイ？Zらコマフ ト” と してki l l [､r3nk

上醗,丁叺ろこ7仇ゴマ フ ド＆持っ て 、 ， う。 PLET1｡ l3二例K( k! I I)[､r(Y3"k)

兎弧タ 、ソ7tコ ン トロールし噂勺,､らｲ圃用しで、’わ。即ち、 K11 1て､､ カーソルの銅'二

渦5s式I消去可らじ同碕にスダッグ ’二7｡ ､ソシュすう鼻によヲて記'臆し、 Yar,k
でスタ ､ソ 7k#f-/ 7°し てヌタッ7 ト ､ｿ7°にあ、に噌嘉fカー 、ﾉ ﾉしの頬に挿入す§。
従’ てK}II し 、 カー 、ノルセ§力七$しに侭､fav,kすろうとlこよ’ てテキス ｜、の蒋魯〃〆

47tl d'l 73 ｡ j らにYank 上同灌のコ マ ンドで、 スタ ､ソ 71ポッ7° しγJ ， ' tの世用

造､しておrr lざ、 テキx卜 のコ ヒP-E(下ら二ともて．’ら｡ PLETTIゴーのコマント・

tYC(Ya''ikforCoPy) 上叫んて・ 、‘も。図I0 I=pLETにおrTろ、 kill 上 、｢a凧kに
Jう浦動仇倒＆祁可．

=堅-(LAI1BDA LL
IM5"((EQN1) X))=

〆／、）

(LAIvIBDA(XN)

(COND ((EQN1)X))

ハ(T (NTH (CDRX)

(SUB1N))))

(LAilBDA

(COND ((EQN1)X)

ハ））

(LAMBDA (XN)

(COND ((EQN1) X)

ハ(T(NTH(cDRx)

(SUB1N)))))

図IO テ無ストの移動 (PLET)

PLETの崎正コマン ト"全係|子. 1,D,R,K,Y及びYC b! 今成I) 、 Ki l l [､r3hk

l)採用により闇索はﾓﾊﾋなう て、!b. PLETのK1 1 I EYahk l3非鞄'二 flex'ble

て､‘ 、 機能的にも上の ゴマ ジ ト･群!さ十分て.､あう。

晶疲にスプ､ソ 7｡ 1 とスプッ7．4フすり 「蕊謎』 のスブッフ°にっ11 て吟えてみる。

ニ ニ て･侭も會蝉Um l1、 、 ’ う1でもfj< う。ソ シトコマンドである。 7．口7. ラム櫓

進kユーザ"－に"勺､ り易、 ’形で戒示す57｡ 'ノラィ フ。リンダ ’1燃え何ネェティ ダに

l3不可妃である。 更際"< のエラ -bf7． リライ フ･リ フ トすらう じに#7 て埖乳さ

IKbo 欠き ↑Jラキス ト ヒ繍農すら賜令. 7.リ フ ト命令E砿可庶に念テキスト 17｡

リテイ 7.リ フ ト ざMるこ非輔に煽"し､､ ｡ INTERLISP のｴﾗ"イ ダ 13前述の森に

鞠に‐部分(((Arv-entE)(PrQSSiov')しり､鼠薄J , ' nて･－柵'二旗か号13 '|､ 令 、 ' ｡ ( 二
の責.味て. 11う しタ イ プ°同a と 、 ， えら，‘も柔回叺噂、' 。 ） しかし PLETでもカーソ

ルが． 卜 ､ソ7.レベル伽襲系として現m試為リヌト仇み7.リラィ フ・ リ シ トマb機能を
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用質．

さ り

Rの

同じ勧果が伐-tる。 旨の様にラキス トの一部分だ'丁張赤L提リ

に虎じて略記t行う 杉 !)すb機能'1t礎冶諭であら・ 図'2に鞭
フ ト の例屯示す。

して（ ｝ るのて

に蔵途の操さ

プリヶィ フ。リ

一
隷
却

３ＰＴ＠
。
。
．１

Ｎ
＋
Ｉ
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０

２
６
二
｛
一
，

十
Ｅ
・
・
・
．
Ｎ

Ｂ
Ｒ
》
マ
ー
丁
Ｅ

Ａ
ＮＥ
Ｆ
Ｈ
１
Ｔ

５
↑
ｂ
一
辨
諏

Ｐ
一
と
で

■

匂
画
顕

■

＠T

IFA=B+Z竺二里ｳIF#THEN. . .
THEN BEGIN擢も

将 ；其 2ョて“
END

l

Z

3 A

／、 ／、
I･ ･+- ･J･ 0
／、

、エー ．1

／、
- - -B･ 2４

５

(己）課さによう玲記(MENTOR)

PPP 、 (LAMBDA (XN) PP
； －→

金ﾃｷｽﾄ世 (COND が､ノルbw・

ﾌﾟﾘﾗｲﾌﾟﾘﾝﾄ ((EQN1)X) 卜剣ｿﾌﾟﾚベﾙ
で現、肌る

ハ リストのみ
(T(NTH(cDRX) 亀汀、

(SU81N)))))

(COND p一(COND
－→

((EQN1) X) さら,言蛉椀
／、

(T(NTH(CDRX)

(SUB1N))))

(& X)

／、

(T&))

(b) PLETのう。リティフ･リント

図I2 種尺の7°リテイ フ．リント

の罐認で襟!ノ t廃見しだ烏眉、 ス丁シ7°z及び3f殿素してスヲッフ。
展も機徒( PLETT. lJUNDOと叫んで‘ ｜ ろ。 ) lすｲ2， ’筋さに上う て脅馨
13!IZ 1ざ謀う て う ･7 "、 リ欠き rJ Iノ スト ~tラ首在L -Iしず7 E崎噂ど' )

ら 1= ､ uNDO祇笠縦して行スて． 蛎々 上以前仰誠態'二復儲て'きる ↓う
て11 や。

ス子ツフ。4

1の牧篭､に

て‘為る。 （

PLET l3さ

に諜討さ IM

のイ屯の機能乃, よび＃込め

卜“ 上 L て ！さ§ 3で述べ杉もので十分で､ PLET IさラM5n < lノ
職能上E荷う て、， 吟。 く ！)通し 1J、 あうっマフドサ'l全体をｨ了鴬－
5ものて‘,ある。 マワロ機能1Jｺマント"鋤枢撮用て､ 、 PLETの様
の為にコマフ ド撒紅ﾉｹrj4殼計しだエテ､ イ タの烏今敏し 、，機能
')通しとマリロの，､l t･f7｡

§4 、 PLETの予

甚本編集ゴマ シ

通し職能ヒマ ノ7口
御回教く り返●せ

に 託,臆の し易さ

であう。 図'3に〈

DM Lエ
ー

マノ7口コマンド危

くれ）
ーｰ

引教

( $ 'n (K)

Ki l It机回ｲ子う

$lさくl)通し命令

＄ 机 （､f) )
■

一 二

YaⅥk屯'y'回

INILDL
里－－

富リスト屯神人

してその中へ上

b－vル弼可カ

ー一一V一一一
'

-マクロ毘熟イ本

廿 Lエ3

(SETQXハ<oNSXY) ？(sETQX (/XcoNSxY))
鵲1劃マクロ叫び役し

図|3 PLET の く り返しとマクロ
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PLETIJこの '3サに、 LisP鴇府のプマフドf$! <つか喬うて 、’ ろ。例ス1丁．、現
在編纂して ＄， らリストの ’ﾄ生噴( ExPR D､ FEXPRかfJど）世聴孔もブマフト､ CT

([han3eTyPe)や、 了の リズ ト の佑前も篭えらコマフ ドCN (ChamｦeNawie) 噂と”
ﾛwあう。鴇1=CN I3潟敬や蛎敬の コヒ･-/も作§鋤 1言ｲIう 二世御､'て"ざる。今可で3-
'し1 rjが？ 1三が、 PLET 13も吟弓ん爾教毘患便けでγj<蛎数の値例繍農にもイI孔吟。
二叺,専了･（､ソク"ぬ際にテ弧ト値E作7E IIすうのに欠礎ｲ更荊で･濁る。 すだｴｱ"イ

タの中でS式モ評価可ろ烏のコマ ンドE( Evalu…〕 も哨諭で、 二MらがLisP
エア"イ ダナギらで13の弾みと ’ ’九ら、 PLETの全ゴマフドをゴヒ的3上下のJラに
rj 3 。

１
２
３
４
５

カー 、ノル鞠|御コ マ

ll ス ト満笠ｲ；柳。
各種7。リ フ ト コ マ

く ！）通しKびマ7

Y例恨

ド

ブ ド

ド、

機能

uR,DL,DR, S,RS

K , Y ,Yc

Ｐ

Ｂ
Ｉ
Ｐ

Ｆ
Ｄ
Ｐ

UL1

R ,

PPP

グ
『
１
プ
ロ

UNDO1CT,CN,E,HELP

PLETの コマシドィ亦弗|ま単純で'ず調うが、犠能的にIJ,M､零寸分て．統一七v上

り 、 箪焔1才穰準的rjもハ ヒ潟丸て、、 ろ。 PLETIJf貝な、 ユタ丈噂で閑恥さ

Standa'-ALisP のエにのせ9M、 DECSYSTENZO Jj JUgFAEOH, H
のr'1ツリーズ･のエて'生') 、 ラズテムの閣恥や移殖に丈3 rよ勃果tあIγ， て 、 ’

お図141=PLETのサン7．ルセ､ソ ラ／ヨ ンを示す。

uベマ乃

叺に．

ITAC

ら。 恩

謝辞 二の原稿世考〈 ’二あ雁7 1通t刀噂アドバイスを再三に"にう て今スて 、、
祇信､'に京瀞欠曽撒理解祈獅嘱前の中島玲二助激横並びに舟ﾗ乳太一氏に． ヨ揖
PLETfl J-ザ・ の立命かウタウ 〈 の粛粒fJ循愉E簿'丁に． 瓦郷欠卸の款野豊也氏と
燦dへ介兇哉氏に、 系〈慮謝数し乱す。
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@SL

SL

(VERSION 10)

骨(TVNTH)

NEWGENERATION1

WHATTYPE？ （EXPRORFEXPRORNACROORVALUE）
＃EXPR

#P

(LAMBDAハ）

#(XN) P
(LAMBDA (XN)ハ）

#(COND ((EQNN 1) X))(T (NTH! (CDRX) SUB1 N)] PP
(LANBDA (XN)

(COND ((EQNN 1) X)) (T (NTH (CDRX) SUB1 N))ハ）

|蹄蹴溌

＃P

(LAMBDA (XN) (COND&) (T&)ハ）

#BKDLYPP

(COND ((EQNN 1) X)ハ(T (NTH (CDRX) SUB1 N)))

#DPP

(COND ((EQNN 1) X)ハ）

#UNDOPP

(COND ((EQNN 1) X)ハ(T (NTH (CDRX) SUB1 N)))

＃DR PP

（ハT (NTH (CDRX) SUB1 N))

#DRFFP

(NTH. (CDRX)ハSUB1 N)

＃KKNILDLYYPP

（ハSUB1 N)

＃PPP

(LAMBDA (XN)

(COND ((EQNN 1) X)

(T (NTH (CDRX) (ハSUB1 N)))))
#OK

NTH

H(NTH ' (ABCD) 3)

(CD)

器

|蕊酬蛾削り
Iらぬける．

／

|(｣j｡證賊D))n""
I

al4 PLETのサフフ。ル･ﾛ.､ｿツョン

閉
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本 PDFファイルは 1981年発行の「第 22回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、

項目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式Webサイトに、

下記「過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について」を掲載し、権利者の捜索を

おこないました。そのうえで同意をいただいたもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属することになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシンポジウム内部で
徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図書館)で公開されているにも拘らず、
古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報告集も含め、この度
学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の論文について、著作権者（論文を執筆された
故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、
著作権者が見つからない場合も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、
情報学広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.s.chiba-u.ac.jp)まで
お申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

期間： 2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日： 2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


